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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
　【入院】
・谷地　敏博様～東病棟Bユニット3号室に任意入院となる。
・吉田　安男様～東病棟Bユニット2号室に任意入院となる。

【転出】
・平　幸夫様～東病棟Bユニット3号室　→　西病棟Bユニット29号室

＜患者様連絡事項＞
・下野　郁子様～酸化マグネシウムは適宜調整可、南病棟への転出可の指示あり。

・高橋　絹江様～南病棟へ転出可の指示あり。

・長岡　明美様～本日の昼食後（アイソカルゼリー+白湯200ml終了してから）から経管栄養終了の指示あり。水分摂取量の低下が予想されることから、管理栄養士と共に食事内容について検討していくこととする。

[bookmark: _GoBack]・上野　陸奥國様～奥様、義母様が来院し、主治医面談で病状説明を行っている。退院に関しては来週に措置解除とともに退院予定となる。

・赤松　翔太様～主治医より翌日から10：00～16：00で開放観察開始との指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放時、奇声や私物弄り見られ自制出来ず、早めに開放観察終了する。自室では不潔行為無く、静かに過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・赤松　翔太様～終日隔離中。自室マットレス上に臥床し過ごされている。対面時表情、口調ともに穏やか。飲水希望あり都度対応している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。


＜柞木田Dr診察＞	
指示内容・処方に変更なし。

＜入院患者情報＞
①日　　時：令和6年5月14日　13：43
　氏　　名：谷地　敏博（やち　としひろ）様
　生年月日：昭和35年12月27日(63歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　　平成元年頃より幻聴体験が出現。その後、集中力低下、不眠、不安が
　高じ、平成3年には自殺企図もあったが、精神科受診には結びつかず、そ
　のまま放置された状態で経過。平成6年8月19日、精神運動不穏状態になり、
　八戸市民病院精神科受診。外来治療で病状は鎮静したが、服薬が不安定に
　なり、2回の入院歴あり。今回、当科規模縮小のい、転医の希望あり、平
　和6年2月19日初診。その後外来通院継続していた。同年5月13日の診察時に
　思考障害と体感幻覚の増悪あり、本人様より入院希望聞かれ任意入院の
　予定となる。　
　　上記経過により東病棟Bユニットに任意入院となる。

②日　　時：令和6年5月14日 13：56
　氏　　名：吉田　安男（よしだ　やすお）様
　生年月日：昭和25年12月3日(73歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　
　＜経過＞
　　H23年3月3日、物忘れと不安感を主訴に当院初診。うつ病の
　診断にて薬物療法開始となるが、本人の希望にてH30年八戸マ
　ナクリニックへ転医している。以降同クリニックにて薬物療
　法を継続し、通院の都合からR4年9月におおぞらクリニックへ
　転医している。その間、飲酒運転による逮捕歴あり。その後、
　現在に至るまでおおぞらクリニックにて薬物療法を継続し、
　病状は安定していた。
　　R6年4月より焦燥感や落着きのなさが顕著になり、薬剤調整
　を行うも抑うつ症状の悪化あり。食思不振、睡眠障害、落ち着
　きのなさが続き、家族が対応に苦慮し入院希望あり。入院治療
　による症状改善目的にて当院へ転医希望あり、任意入院の予定
　となる。
　　上記経過により、東病棟Bユニットに任意入院となる。

